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１．研究計画の概要 
本研究は、20世紀末から影響力を増してき

た国際的なイデオロギーとしての｢先住民｣
概念を中心に、このような国際世論と、国家
の少数民族政策の影響のもと、少数者である
彼らが近代国家の枠組みの中で、どのように
主流社会と交渉し、自己のアイデンティティ
を構築していくのか、その動態を明らかにす
ることを目的とするものである。本研究の特
徴は、世界各国の少数者を専門とする調査者
が、オーストラリアを比較調査対象とし、変
化する国内的状況と国際的世論のダイナミ
クスの中でのアボリジニの対応、交渉につい
て調査を行なう。その知見を持って自己の調
査地を改めてみつめなおすことにより、先住
民と国家、国際社会という三者間関係につい
て、広い視野からの深い洞察が得られること
になると考えている。 

本計画は 5年間であり、以下の 4つの部分
から成り立っている。 
（1）これまでオーストラリアを専門として
きた研究者による、現在の変化とアボリジニ
の対応についての研究 
（2）世界の他地域の少数者を専門としてき
た研究者による、オーストラリアの状況につ
いての比較調査 
（3）オーストラリアでの知見を踏まえた上
でのそれぞれの専門領域での調査 
（4）国際研究集会、および国際ワークショ
ップでの、海外研究者との議論を通して得ら
れる複眼的な視点 

これら以上、4 つの成果を統合して、最終
的な知見につなげる予定である。 

 
２．研究の進捗状況 
 上記の計画の（1）については、これまで

に、研究代表者、分担者、協力者によって調
査が順調に進められてきており、他の分担者
との情報交換を行ってきている。（2）につい
ては、初年度と 2年次に、分担者の全員がオ
ーストラリアを訪れ、アボリジニに対する政
策とその現地での対応についての比較調査
を行った。（3）については、オーストラリア
での調査の知見をもって、2 年、3 年次にそ
れぞれの専門とする調査地での比較調査を
進めており、これについては、3 年次に開催
されたワークショップである程度の成果報
告がされた。そして、（4）については、毎年
数回の国内集会に加えて、初年度と 2年次に
はオーストラリアのキャンベラでの国際研
究会、3 年次には大阪での国際ワークショッ
プと、これまでに計 3回の国際研究集会を開
催した。それぞれ場で、活発な議論がかわさ
れ、全員の問題意識の明確化を図ってきた。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
順調に、すべての調査、研究が進んでおり、
昨年度（3年度）の国際ワークショップでは、
分担者以外にも多くの国内外の研究者が関
心をもって研究にかかわってくれるように
なっている。最終年度に計画している国際シ
ンポジウム、海外での出版計画もすでに具体
化しつつあり、当初の計画以上に順調である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 計画の 4年度にあたる本年は、昨年末の国
際ワークショップでの議論を基礎として、そ
れぞれの発表内容にコメントを加え、議論を
深めて、この科研研究としての全体を貫く道
筋を探っていく。そのために国内での集会を
2，3回予定している。コメントは、代表者と



分担者によるものだけでなく、先住民問題に
関心をもつ海外研究者にも協力してもらえ
るようにすでに了解をとっている。これらを
経て、それぞれの問題意識についての議論を
深める場として、集会を生かしたい。 
 これは、最終年度の 5年次に予定している
国際シンポジウムに向けての作業である。国
際シンポジウムは、3年次のものとは異なり、
一般に公開し、通訳をつけて行う予定である。
研究班メンバーを中心として、それ以外の、
先住民のアイデンティティという問題に関
心を持って研究を進めている若手にも、発表
の機会としてもらう方向で考えている。 
 そして、シンポジウムの結果は、オースト
ラリア国立大学出版会からの出版を予定し
ており、すでにそのプロセスに向けた準備を
開始している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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